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平成27年から本格的に有機栽培を開始し、「一番大切な人に食べさせたい農

産物をつくる」の経営理念のもと令和５年に法人を設立。 

 取組の紹介  

【環境負荷低減に資する取組】 

○ ４haで有機栽培を含む自然栽培に取り組み、

平成28年に有機JAS認証を取得。 

〇 別途2.7haでは除草剤以外の農薬を使用し

ない「低農薬栽培」を実施。 

【効率的な生産に向けた取組】 

○ 有機栽培において課題となる除草技術の開発

に向け、新型乗用除草機やアイガモロボ、ハイク

リブームスプレイヤーによる食酢散布等の実証

試験に注力。 

【安定出荷・販路確保の取組】 

○ ヘルスケアレストランや地域のこども園、EC

サイト等で生産した有機米を販売。一関市のふ

るさと納税返礼品にも採用。会員である一関地

方有機農業推進協議会としては、市内全域の学

校給食に有機米を供給し、今年度は供給回数の

増加に向け検討を進める。 

【情報伝達の取組】 

〇 有機米を提供しているこども園の園児を招き、

稲刈りや緑肥として栽培する菜の花摘み体験

のほか、ドローンの飛行実演等の農業体験を実

施。自社のwebサイトで、取組の様子を紹介し

積極的な情報発信に努める。

 

 
一関山本農場の皆様 

 
 

 

乗用除草機（左）と 

アイガモロボ（右）の様子 

 

 

 

 

 

こども園の園児による稲刈り体験

 ホームページ・ＳＮＳ等  

一関山本農場ホームページ https://www.yamamotonojyou.com/ 

東北農政局長賞 
有機農業・環境 
保全型農業部門 

（個別経営の部・生産） 

 

代表者名 ： 山本 佳範 面 積 ： ２５．４ｈａ 

所 在 地 ： 岩手県一関市 構 成 員 ： ３名 

品 目 ： 水稲    
 

写真やグラフ 



  

農事組合法人 魁
さきがけ

 
平成27年に次世代を担う農業後継者の育成と技術の継承を目指し設立。 

令和５年3月には東北地域で第１号となる「環境負荷低減事業活動計画」の認

定を受け、持続可能な産地づくりに取り組む。 

 取組の紹介  

【環境負荷低減に資する取組】 

○ そばと水稲の全面積で地域内の牛ふん堆肥を

施用。化学肥料の削減に加え、土壌への炭素貯

留、地域内資源の循環にも寄与。 

〇 葉緑素計によって水稲の栄養状況を客観的に

判断するとともに、ほ場を巡回し、追肥量が過

剰とならない施肥を行う。 

【効率的な生産に向けた取組】 

○ 分散管理していた各種作業機械や乾燥・調製

設備の集約や、水稲育苗ハウスを新たに整備す

るなど作業を効率化。 

【情報伝達の取組】 

○ 令和２年より小学校の体験学習に協力し、地

域ゆかりの水稲「さわのはな」の栽培体験や出

前授業を行うことで地元や農業の良さを発信。 

【人材育成活動】 

○ 先輩農業者みんなで見守り、育てることを大

切にしながら次世代への農業経営を円滑に継

承できる経営体として、地域を牽引。令和３年

に入社した若手従業員は優良事例として研修

会で発表。 

 
農事組合法人魁の皆様 

 
そばの栽培圃場の様子 

 
優良事例発表の様子

 ホームページ・ＳＮＳ等  

 

東北農政局長賞 
有機農業・環境 
保全型農業部門 

（個別経営の部・生産） 

 

代表者名 ： 鈴木 文雄 面 積 ： 231ｈａ 

所 在 地 ： 山形県尾花沢市 構 成 員 ： ９名 

品 目 ： そば、水稲、ミニトマト    
 

写真やグラフ 

写真やグラフ 

写真やグラフ 



  

有限会社 でんぱた 
東日本大震災の風評被害の払拭と海外輸出を目標として、令和２年に

GLOBALG.A.P.、令和4年にはJGAPを取得。GAPの推進や認知度向上に向け、

消費者の信頼確保に取り組む。 

 取組の紹介  

【生産工程管理の改善に向けた取組】 

○ 出荷物の残留農薬検査や水質検査に加え、交

差汚染を防ぐことを目的に農薬や肥料等の整

理整頓を徹底することで、食品の安全性を確保。 

〇 作業ルールや危険個所等の掲示、安全に作業

を行うための講習会の受講等により、農作業事

故の発生防止に努める。 

【生産効率向上に向けた取組及び効果】 

○ 無人田植機や農薬散布ドローンの導入により、

作業の時間短縮・効率化だけでなく、均一な施

肥が可能となり高品質の米づくりが可能に。 

【経営改善に向けた取組及び効果】 

○ 県南地方で先行してGLOBALG.A.P.を取得

したことに加え、GAP認証農産物のPR活動等

を継続的に実施したことがきっかけとなり、ア

メリカへの米の輸出を実現し、販路を開拓。 

【地域内外への波及効果】 

○ GAP認証農産物の販売促進活動や交流会の

開催に加え、自身のGAPの取組を掲載した広

報誌等を地域の生産者に配布することで、

GAPの認知度向上に貢献。 

 
 

 

 

 

清掃ルールの掲示（左）、 

       農薬保管庫の様子（右） 

 

 

 

 

 

 

 

無人田植機の様子 

 

 

 

 

 

 

 

アメリカのスーパーに陳列されたお米

 ホームページ・ＳＮＳ等  

でんぱたホームページ https://denpata.com/ 

東北農政局長賞 ＧＡＰ部門 
（個別経営の部・生産） 

 

代表者名 ： 鈴木 正美 面 積 ： ３．７ｈａ 

所 在 地 ： 福島県東白川郡矢祭町 構 成 員 ： ４名 

認 証 ： 
GLOBALＧ.Ａ.Ｐ.（R２）、 

JGAP（R４）、ふくしま県GAP（R３） 
品 目 ： 米、ブルーベリー 

 

写真

やグラ

フ 


